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1.ダイナミックシステム対応について

仕様設計法と電力経営法
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地域選定

電力経営フェーズ建設仕様設計フェーズ

【仕様設計法】
• CO2削減目標の設定
• 電池経営モデルの決定
• 平滑期間の検討
• REおよび二次電池の配置
モデルの決定
• 二次電池容量の決定

【電力経営法】
•電力需要変動およびRE
発電出力変動の予測

• 系統供給計画および充
放電計画の策定

• リアルタイムデータに基
づく計画修正
• 評価およびFB

現バージョンCSSD 新バージョンCSSD



1.ダイナミックシステム対応について：仕様設計法
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RE発電出力の平滑化？
負荷移行？

ハイブリッド利用？

RE導入量／構成
の決定

CO2削減目標設定

地域を選定

電池経営モデルの決定

需要変動・気象データ
解析

平滑化期間の検討

仕様設計シミュレーション
（48step×365dayの時間発展）

配置モデル
の決定

最適な仕様候補の提示

最適なREおよび電池の配置は？
最適な二次電池の容量は？

24時間単位の昼夜変動平滑化？
12時間単位？48時間単位？

（現バージョンCSSD）



1.ダイナミックシステム対応について：電力経営法
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電力需要予測

RE発電出力予測

：オペレーション前日

：オペレーション当日

電力経営
シミュレーション

計画修正
アルゴリズム

充放電計画
系統供給計画

※ リアルタイムに

計画修正を繰り返す

（昨年以前）

（今年）

(今日)

その他（電気料金など）

（昨年以前）

（今年）需要

RE出力

評価／最適化

修正後の
電力経営法

計画した
電力経営法

(今日)

tomorrow 48step

（新バージョンにて対応予定）



日射量予測

2.電力生産予測

• リアルタイムな電力経営を支援するダイナミックシステムにおいて、発電
予測は重要である。

• 次のバージョンでは、太陽光発電の予測法を実装する予定。

発電量に変換

予測発電量を得る

季節・気象条件等から、予測対象日に
おける日射量の時系列推移を予測する

温度等をパラメータとした変換式を利用
し、日射量の予測値から発電量の予測
値を求める。
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2.電力生産予測

• 日射量予測：日次日射量と時系列パターンの組み合わせにより予測する
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日次日射量

3時間毎天気データ※2

により分類

月毎に分類

日次日射量データ※1

・昼間：9，12，15，18時の天気により日射量データを分類
・各天気データは（0：快晴，1：晴， 2：曇， 3：雨）の4通り
・上記により、4×4＝256通りに日射量データを分類

・各天気グループ内で月毎に分類

※1 都内実測データ 2008-2010
※2 気象庁発表 3時間毎天気データ

分類方法



9時 12時 15時 18時 日数 日射指数

2 2 2 2 160 55

0 0 0 0 86 100

3 3 3 3 57 15

2 2 1 2 33 75

1 2 2 2 31 81

2 2 3 3 30 28

2 2 2 1 29 62

2 2 2 3 29 39

2 2 1 1 28 70

0 0 0 1 26 98

1 1 1 1 25 87

1 1 2 2 25 81

2 1 1 2 25 86

3 2 2 2 24 39

0 0 1 1 22 93

3 3 3 2 22 16

1 1 1 2 21 89

0 0 1 0 20 94

2 1 1 1 18 85

3 3 2 2 18 30
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凡例
（各時の天気記号）

0 快晴

1 晴

2 曇

3 雨

頻度上位20パターン（全256パターン中）

(参考)昼間時間における
天気データ数

天気 数

0 904

1 996

2 1849

3 635

•昼間時間帯中、全て同じ天気の日が約3割

•考えられる組み合わせ256通りのうち、実際
に存在したのは114通り

(参考)上位パターンの
全体におけるシェア

パターン数 シェア

上位20（日数18以上） 66.5%

上位30（日数9以上） 78.3%

上位56（日数4以上） 91.6%

2.電力生産予測

• 日射量予測：天気による分類結果 2008-2010都内実測データ

※

※日射指数：1日中快晴の日（天気パターン0000）の平均日次
日射量を100としたとき、各天気パターンの日次日射量の目
安

… … …
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2.電力生産予測

• 日射量予測
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時系列日射量データ※

3時間毎天気データにより分類

日の出・日の入を基準として
時間軸を無次元化

一日の日射総量を100％とし

て日射量を無次元化・パター
ンを抽出

累積値に変換

※ 都内実測データ 2008-2010

時系列推移パターン

（kWh/m2）

（kWh/m2）

日の出 日の入

100stepに分割

1分刻みのデータ
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9時 12時 15時 18時 日数 日射指数

2 2 2 2 160 55

0 0 0 0 86 100

3 3 3 3 57 15

2 2 1 2 33 75

1 2 2 2 31 81

2 2 3 3 30 28

2 2 2 1 29 62

2 2 2 3 29 39

2 2 1 1 28 70

0 0 0 1 26 98

1 1 1 1 25 87

1 1 2 2 25 81

2 1 1 2 25 86

3 2 2 2 24 39

0 0 1 1 22 93

3 3 3 2 22 16

1 1 1 2 21 89

0 0 1 0 20 94

2 1 1 1 18 85

3 3 2 2 18 30
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凡例
（各時の天気記号）

0 快晴

1 晴

2 曇

3 雨

頻度上位20パターン（全256パターン中）

(参考)昼間時間における
天気データ数

天気 数

0 904

1 996

2 1849

3 635

•昼間時間帯中、全て同じ天気の日が約3割

•考えられる組み合わせ256通りのうち、実際
に存在したのは114通り

(参考)上位パターンの
全体におけるシェア

パターン数 シェア

上位20（日数18以上） 66.5%

上位30（日数9以上） 78.3%

上位56（日数4以上） 91.6%

2.電力生産予測

• 日射量予測：天気による分類結果 2008-2010都内実測データ

※

※日射指数：1日中快晴の日（天気パターン0000）の平均日次
日射量を100としたとき、各天気パターンの日次日射量

… … …



既存研究：BBIプロジェクト（書籍）における販売予測法

NM予測法

グループ内で累積販売数
の推移が類似しているこ
とを利用した予測法

修正NM予測法

売上予測数と実売数のずれをフィー
ドバックし、以降の予測数を修正

y = 2.85x

R 2= 0.8185
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7日－365日累積売上冊数分布 NM予測

予測

N日 M日

７日目の累積販売数

3
6
5
日

目
の

累
積

販
売

数

N日目とM日目の累積販売数は相関がある N日目の実績からM日目の累積販売数を予測する

（文庫ジャンルの例）

N-3週 N-2週 N-1週

rN-2

rN

rN-1

XN-2
XNXN-1

予測

実績

N-3週 N-2週 N-1週N-3週 N-2週 N-1週

rN-2

rN

rN-1

XN-2
XNXN-1

予測

実績

週次販売_予測実績 NM修正予測

(田中謙司2008)

対象とするグループに含まれる要素が類似した挙動を示すことが、
高精度の予測が可能になる条件である。

その他NM予測法の改良
販売数グルーピング

著名著者・シリーズ本グルーピング
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2.電力生産予測



まとめ

1. CSSDは、スマートシステムのリアルタイム支援を可

能にするためダイナミックシステムに対応すること
を目指している。

2. ダイナミックシステム対応のための要素技術として、
太陽光発電による発電量予測を、日射量予測から
行うというアプローチで研究している。
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